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　福崎夏まつりの花火は、企業の協賛により打ち
上げています。まつり運営委員会では、花火を盛
り上げるためのスポンサー（寄附）企業を募って
います。みなさんで夏まつりを盛り上げませんか。 
●寄附額：１口　２５，０００円 
●期限：６月１５日（金）まで  
＊ご厚意をいただきました 
　企業名は、８月上旬に町 
　内新聞折り込みの「まつ 
　りのチラシ」に掲載させ 
　ていただきます。  
●問い合わせ先 
　福崎町まつり運営委員会　事務局 
　（地域振興課　内線３９２） 

福崎夏まつり花火打ち上げの 
スポンサー（寄附）企業を募集！ 
福崎夏まつり花火打ち上げの 
スポンサー（寄附）企業を募集！ 
福崎夏まつり花火打ち上げの 
スポンサー（寄附）企業を募集！ 

「第４５回福崎秋まつり」 
「ひょうご森のまつり２０１８」 

同時開催決定！ 

「第４５回福崎秋まつり」 
「ひょうご森のまつり２０１８」 

同時開催決定！ 

「第４５回福崎秋まつり」 
「ひょうご森のまつり２０１８」 

同時開催決定！ 

　福崎秋まつりは例年、１１月に２日間で開催して
いましたが、今年は森に親しみ、森を育てる大切
さを体験・実践する「ひょうご森のまつり２０１８」
を福崎町で開催することになり、２つのまつりを
同時開催することとしました。１日限りの開催と
なりますが、大勢の方に楽しんでいただけるよう
企画しています。詳細は広報９月号でお知らせし
ます。お楽しみに！ 

開催日　11月4日（日） 
場　所　福崎町エルデホール周辺 

“広げようフラワーボランティアの輪” “広げようフラワーボランティアの輪” 
　福崎町内の花壇などのお世話をしているボラン
ティアの活動予定（６／２０～７／１９）をお知らせ
します。ぜひボランティア活動にご参加くださ
い。 
ココロンクラブ 
　６月２３日（土）９：００～　役場周辺街路樹下手入れ 
みどりのグループ 
　６月２０日（水）９：００～　元ＪＡ八千種前花壇 
　７月４日（水）９：００～　七種川沿い新町花壇 
問い合わせ先　文化センター　　２２－３７５５ 
　　　　　　　（コミュニティ推進専門員） 

　東日本大震災から７年。いつ、どこで地震は
起きるかわかりません。夏休みを機会に親子で
いざという時どうするか…考えてみませんか？ 
日　時　７月２２日（日）１０:３０～１３:００ 
場　所　生活科学センター 
対　象　小学生およびその保護者 
　　　　（４年生までは必ず保護者同伴） 
内　容　・災害時に役立つエコ工作 
　　　　・非常食を味わってみよう等 
講　師　日本赤十字社兵庫県支部奉仕課員 
参加費　無料 
募集人数　２０組４０人（先着順） 
申込締切　７月１３日（金） 
持参物　筆記用具、水筒 
　※動きやすい服装でお越しください。 
申し込み・問い合わせ先 
　福崎町生活科学センター 
　　２２－４９７７　※月曜日休館 
共　催　福崎町消費者の会 

　特産もち麦を使ったメニューや地場産野菜の
販売のほか、さまざまなフードトラックが集ま
る食のイベントを開催します。ぜひお越しくだ
さい。 

地震の時どうする？どうなる？ 地震の時どうする？どうなる？ 地震の時どうする？どうなる？ 地震の時どうする？どうなる？ 

問い合わせ先 
　地域振興課 
　（内線３９１） 

軽トラ市 

“福崎○○まるしぇ”を開催 

軽トラ市 

“福崎○○まるしぇ”を開催 

軽トラ市 

“福崎○○まるしぇ”を開催 
まるまる 

日時　６月２４日（日）１１：００～１５：００ 
場所　ＪＲ福崎駅前みなと銀行跡地 
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行事予定（６月１６日～７月４日） 
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土 おはなし会 

えほんのじかん 

子ども映画会 
「日本の昔ばなし うばすて山 ほか」 

土 

水 

１１：００ 

１４：００ 

１１：００ 

曜日 時間 行　　事 

☆７月５日（第１木曜日）資料整理のため休館 

●文化センター行事予定（6/19～7/18） 

神崎学園 
日時：６月２１日（木）　１０：００～１２：００　専門講座 
　　　７月５日（木）　１３：２０～１５：２０　専門講座 
 
福寿学園 
日時：７月５日（木）　１０：００～１２：００　専門講座 
　　　７月１２日（木）　１０：００～１２：００　専門講座 
 
老人大学一般教養講座（公開講座） 
　日時：６月２１日（木）　１３：２０～１５：００ 
　演題：免疫力アップのための脳トレーニング 
　講師：脳力トレーナー　三鍋和美さん 
 
サルビアセミナー（公開講座） 
　日時：６月２２日（金）　１３：３０～１５：００ 
　演題：男女共同参画時代のテレビのつきあい方 
　　　　～サザエさんからニュース番組まで～ 
　講師：NPO法人SEAN　理事長　小川真知子さん 
 
※上記公開講座は、一般の方も参加していただけま
す。どうぞ、お越しください。 

毎年６月２３日～２９日の１週間は 
「男女共同参画週間」です 

　男性と女性が、職場で、学校で、地域で、家
庭で、それぞれの個性と能力を発揮できる「男
女共同参画社会」を実現するためには政府や地
方公共団体だけでなく、町民の皆さん一人ひと
りの取組が必要です。私たちのまわりのパート
ナーシップについて、この機会に考えてみませ
んか。 

 

 

（平成３０年度「男女共同参画週間」キャッチフレーズ） 

（社会教育課） 

三木家 de 風鈴づくり　参加者募集 

　夏といえば風鈴。三木家に涼を呼ぶペットボトル
風鈴をつくります。ペットボトルに絵を描いたり、
飾ったり、組立はだれでも簡単にできます。 
　完成作品は、三木家の「手づくり風鈴展」で展示
します。家族そろって、ご参加ください。 
■日時　７月１４日（土）９：３０～１５：００ 
　◎参加費無料　◎時間内にいつでも参加できます。 
　◎作成時間は１５分程度。　◎持ってくるものなし。 

涼しさ感じる「手づくり風鈴展」 

　風鈴の音色に涼しさを
感じ、夏のひとときを三
木家で過ごしませんか？
たくさんの手づくり風鈴
が、みなさんをお待ちし
ています。 
■会期　７月１４日（土）～８月２６日（日） 
　　　　（※土曜日・日曜日・祝日のみ開館） 
■時間　９：００～１６：３０（入館１６：００まで） 
■会場　三木家住宅（福崎町西田原１１０６） 
■問い合わせ先　社会教育課（内線２５６） 

新 着 図 書 
八千種研修センター　図書室 

　22－1564 

一般書10冊 
「友達以上探偵未満」　　麻耶　雄嵩 

「隣のずこずこ」　　　　柿村　将彦 
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賞 

福 崎 町 議 会 議 長 賞  

教 育 長 賞  

文 化 協 会 長 賞  

商 工 会 長 賞  

兵庫西農業協同組合長賞 

神 崎 郡美術協会長賞  

奨 励 賞  

日本画 

大内　康幸（市川町） 

平石　聰子（姫路市） 

西　　邦子（姫路市） 

　川　勝子（姫路市） 

藤田　照美（福崎町） 

小林　久美（姫路市） 

井上　絹代（姫路市） 

増田　幸子（加西市） 

洋画 

足立　哲郎（朝来市） 

植山　　孝（丹波市） 

後藤ゆみ子（福崎町） 

八馬　順子（西脇市） 

西尾修太郎（姫路市） 

藤本摩理子（姫路市） 

坪田　賢一（福崎町） 

福井　　悟（姫路市） 

藤原小太郎（高砂市） 

書 

木多　妙子（市川町） 

宮田　秀信（福崎町） 

藤本　照子（福崎町） 

川端　順子（福崎町） 

岩本里江子（姫路市） 

中須賀祐子（姫路市） 

鍛示　正子（福崎町） 

石原　達也（福崎町） 

写真 

多田　正昭（姫路市） 

藤澤　昌信（市川町） 

妹岡　　実（赤穂市） 

川上　敏之（高砂市） 

八木　義明（三木市） 

谷　　和代（姫路市） 

鈴木　紀雄（姫路市） 

浅尾　建次（姫路市） 

高田　恭子（稲美町） 

彫塑・工芸 

長谷川千賀子（加東市） 

中村　　巧（姫路市） 

西村真由美（福崎町） 

窪田　一正（加古川市） 

木村　義春（福崎町） 

片山　　新（宍粟市） 

福井　鎭雄（福崎町） 

石飛　政子（市川町） 

佐藤　詩子（三木市） 

（敬称略） 

書「初夏の雨」 
田辺 昌司（たつの市） 

写真「躍動！」 
山本 悦郎（高砂市） 

洋画「竹林の径」 
芳木 利行（姫路市） 

日本画　松岡映丘賞「赤いけし」 
吉岡 夏子（姫路市） 

第
３６
回 

福
崎
町
美
術
展 

受
賞
者
決
定
！ 

　
第
３６
回
福
崎
町
美
術
展
が
エ
ル

デ
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

５
部
門
１
９
５
点
の
応
募
が
あ
り
、

審
査
の
結
果
、
次
の
方
々
が
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。 

（
文
化
セ
ン
タ
ー
） 

　５月２３日、姫路人権

擁護委員協議会定期総

会で『近畿人権擁護委

員連合会長表彰』の伝

達式が開催され、人権

擁護委員の玉置明美さ

んが表彰を受けられま

した。 

　長年人権擁護委員の

職にあり、職務上顕著な功績があった方を表彰

し、その功績に報いるものです。今後ますます

のご活躍を祈念します。　　　　（住民生活課） 

町
長
賞 

彫塑・工芸「流れ－５」 
横田 和則（明石市） 

福崎町消防団　消防操法大会開催 
　５月１３日、福崎東中学校で、第４８回福崎町消防団消

防操法大会を開催し、城谷団長以下５３３人の消防団員が

消防操法競技を展開しました。出場は自動車ポンプの部

１分団、小型動力ポンプの部３１分団で、成績は次のとお

りです。 

【小型動力ポンプの部】 

　優　勝　庄分団 

　準優勝　福田分団 

　第３位　駅前分団 

　第４位　大門分団 

　第５位　吉田分団 

　なお、小型動力ポンプの部優勝・庄分団は、７月１日に

兵庫県広域防災センターで開催される第２７回中播磨地区

消防操法大会に出場します。　　　　　　（住民生活課） 

小型動力ポンプの部　優勝　庄分団 
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５
月
は
、
兵
庫
県
治
水
・
防

災
協
会
会
長
と
し
て
毎
週
の
よ

う
に
東
京
へ
出
張
し
て
い
ま
し
た
。

役
員
会
・
総
会
・
陳
情
を
繰
り

返
し
、
県
の
進
め
る
安
全
安
心

の
ま
ち
づ
く
り
を
訴
え
て
ま
い

り
ま
し
た
。
県
の
代
表
と
し
て

の
活
動
後
に
、
当
町
の
実
情
も

訴
え
て
ま
い
り
ま
し
た
。 

　
今
年
の
天
候
は
少
し
異
常
な

気
が
し
て
い
ま
す
。
梅
雨
を
前
に
、

昨
年
の
よ
う
な
記
録
的
豪
雨
が

な
い
よ
う
願
い
つ
つ
、
災
害
へ

の
備
え
を
進
め
て
い
ま
す
。
み

な
さ
ん
の
地
域
で
は
溝
普
請
が

終
わ
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

住
宅
の
周
り
や
家
の
中
な
ど
も

事
前
に
安
全
確
認
を
し
て
く
だ

さ
い
。
治
水
・
防
災
協
会
長
と

し
て
、
特
に
み
な
さ
ん
に
お
願

い
し
ま
す
。 

　
町
の
治
水
・
砂
防
事
業
の
要

望
は
全
て
採
択
さ
れ
、
順
調
に 

進
ん
で
い
ま
す
。
住
民
・
自
治
会
・ 

町
が
一
体
と
な
っ
て
、
協
力
し

て
災
害
に
備
え
た
い
と
思
い
ま
す
。 

第４８回消防操法大会 

施
設
紹
介
⑤
　
第
一
体
育
館 

　
体
育
館
で
は
、
健
康
ス
ロ
ー

ガ
ン
「
一
に
健
康
・
二
に
笑
顔
・

三
に
明
る
い
町
づ
く
り
」
を
掲
げ
、

体
育
館
、
グ
ラ
ン
ド
、
ス
ポ
ー

ツ
公
園
、
さ
る
び
あ
ド
ー
ム
な

ど
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
管
理
や

ス
ポ
ー
ツ
大
会
・
教
室
な
ど
の

自
主
事
業
の
運
営
を
行
っ
て
い

ま
す
。 

　
ス
ポ
ー
ツ
大
会
は
、
毎
回
多

く
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、

熱
戦
を
繰
り
広
げ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ジ
ム
を

利
用
し
た
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
教
室

を
は
じ
め
と
す
る
、
多
種
多
様

な
教
室
も
開
催
し
て
い
ま
す
。 

　
み
な
さ
ん
が
気
軽
に
ス
ポ
ー 

ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動

に
参
加
し
、
心
身
の
健
康
増
進

と
体
力
の
向 

上
が
図
れ
る 

よ
う
、
ま
た
、 

ス
ポ
ー
ツ
を 

通
し
て
交
流 

が
深
め
ら
れ 

る
よ
う
さ
ま 

ざ
ま
な
活
動 

を
展
開
し
て 

い
き
ま
す
。 

食 育 通 信 
～姫学こども園のとりくみ～ 

　姫学こども園では、食べ物を大切にしよう、
そして感謝をしようという思いから、子どもた
ちと一緒に野菜
の栽培をしてい
ます。 
　２月、４歳児
の子どもたちが
じゃがいも植え
に挑戦しました。
地域の方に教え
てもらいながら、畑に肥料を混ぜて土作りをし、
種芋を切り植えつけました。毎日、畑へ行き 
「おいしいじゃがいもができますように」と願
いを込めた子どもたちの思いが通じ、今は青々
とした葉っぱが顔を出しています。 

　じゃがいもの
成長を喜び、今
後の収穫を楽し
みにしています。
大きく育ったじ
ゃがいもが収穫
できますように。 

　４月１７日から２６日まで、町内の各幼児園・こ

ども園で幼児交通安全教室「うさちゃんクラブ」

を開催しました。 

　交通安全協会

婦人部福崎支部

のみなさんはそ

れぞれ信号機の

各色のＴシャツ

をまとい、正し

い横断歩道の渡り方について指導を行いました。 

　園児たちは交通ルールについての話を聞いた

り交通安全の歌を一緒に歌ったりして、楽しみ

ながら交通安全について学んでいました。 

　教室の最後には婦人部の皆さんが「交通安全」

の願いを込め

て作ったペン

ダントが園児

たちに配られ

ました。 

 

（住民生活課） 

幼児交通安全教室を 
開催しました 

幼児交通安全教室を 
開催しました 

幼児交通安全教室を 
開催しました 

福崎町長　橋本省三 



福崎町 

　
皆
さ
ん
が
大
事
に
し
て
い
る
も
の

は
何
で
す
か
。
私
に
は
、
大
事
に
し

て
い
る
も
の
が
三
つ
あ
り
ま
す
。 

　
一
つ
目
は
、
「
家
族
」
で
す
。
家

族
が
い
な
け
れ
ば
、
今
こ
こ
に
私
は

存
在
し
て
い
ま
せ
ん
。 

　
私
は
六
年
生
の
時
、
急
性
虫
垂
炎

に
な
り
、
手
術
を
し
て
約
一
週
間
入

院
を
し
ま
し
た
。
最
初
は
、
入
院
す

る
ほ
ど
で
も
な
い
と
い
う
軽
い
気
持

ち
で
し
た
。
し
か
し
、
病
院
へ
行
く

と
病
気
が
見
つ
か
り
、
緊
急
手
術
を

し
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
入
院
し
ま
し

た
。
ま
と
も
に
歩
け
な
い
状
態
で
、

立
つ
こ
と
も
困
難
で
し
た
。 

　
入
院
中
、
毎
日
の
よ
う
に
家
族
が

来
て
く
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
時
、

家
族
と
過
ご
す
時
間
は
と
て
も
短
く

感
じ
ま
し
た
。
家
族
が
帰
る
と
、
と

て
も
静
か
に
な
り
、
心
細
く
な
り
ま

し
た
。
い
つ
も
私
の
そ
ば
に
は
当
た

り
前
の
よ
う
に
家
族
が
い
ま
す
。
し

か
し
、
い
ざ
会
え
な
く
な
る
と
、
こ

ん
な
に
さ
み
し
く
な
る
の
だ
と
気
付

き
ま
し
た
。
数
日
後
、
点
滴
を
し
な

が
ら
歩
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
、
少
し
ず
つ
回
復
し
、
退
院
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に

色
々
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
家

族
の
お
か
げ
で
す
。
こ
れ
ま
で
を
振

り
返
っ
て
も
た
く
さ
ん
の
こ
と
が
家

族
の
お
か
げ
で
乗
り
こ
え
ら
れ
た
と

思
い
ま
す
。
入
院
し
て
、
家
族
の
あ

り
が
た
さ
、
大
切
さ
に
改
め
て
気
付

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

　
二
つ
目
は
、
今
こ
の
「
瞬
間
」
で

す
。
私
は
「
こ
う
し
て
お
け
ば
よ
か

っ
た
。
あ
ん
な
こ
と
を
し
な
け
れ
ば

よ
か
っ
た
。
」
と
後
悔
を
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
過
去
は
変

え
ら
れ
ま
せ
ん
。
ど
ん
な
に
後
悔
し

て
も
、
そ
の
時
は
戻
っ
て
来
な
い
か

ら
で
す
。
し
か
し
、
未
来
は
変
え
ら

れ
ま
す
。
後
で
後
悔
し
な
い
よ
う
に

す
る
た
め
に
、
今
を
大
事
に
し
た
い

で
す
。
や
り
直
す
と
い
う
こ
と
は
難

し
い
こ
と
で
す
が
、
始
め
る
こ
と
は

難
し
く
な
い
と
思
い
ま
す
。
私
は
、

過
去
に
と
ら
わ
れ
ず
、
今
こ
の
瞬
間

を
大
事
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。
人

の
ね
う
ち
も
、
過
去
で
は
な
く
、
今

の
が
ん
ば
り
だ
と
思
い
ま
す
。 

　
三
つ
目
は
、
「
命
」
で
す
。
最
近
、

ニ
ュ
ー
ス
で
や
る
せ
な
い
事
件
が
流

れ
て
い
ま
す
。
人
が
殺
さ
れ
た
と
い

う
事
件
で
す
。
「
人
を
殺
し
て
み
た

か
っ
た
。
」
や
「
う
ざ
か
っ
た
。
」
と

い
う
様
な
理
由
で
多
く
の
命
が
奪
わ

れ
て
い
ま
す
。
自
分
の
子
ど
も
ま
で

殺
す
親
も
い
ま
す
。
命
と
い
う
の
は
、

た
っ
た
一
つ
で
す
。
ど
う
し
て
そ
ん

な
に
簡
単
に
人
の
命
を
奪
う
こ
と
が

で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。 

　
三
年
前
、
私
の
親
戚
の
お
姉
ち
ゃ

ん
が
、
ガ
ン
で
中
学
三
年
生
と
い
う

若
さ
で
こ
の
世
を
去
り
ま
し
た
。
私

は
、
お
姉
ち
ゃ
ん
と
数
回
し
か
会
っ

た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
最
初
は

明
る
く
元
気
で
太
陽
の
よ
う
な
人
で

し
た
。
し
か
し
、
次
に
会
っ
た
時
は
、

ベ
ッ
ド
で
寝
た
き
り
の
状
態
で
、
言

葉
を
発
す
る
こ
と
も
で
き
な
く
な
っ

て
い
ま
し
た
。
お
姉
ち
ゃ
ん
と
最
後

に
会
っ
た
の
は
お
葬
式
で
し
た
。
お

葬
式
で
、
お
姉
ち
ゃ
ん
の
家
族
が 

「
よ
く
頑
張
っ
た
。
」
と
涙
を
流
し

な
が
ら
言
っ
て
い
ま
し
た
。
私
は
、

そ
の
通
り
だ
と
思
い
ま
し
た
。
中
学

生
で
と
て
も
重
い
病
気
と
必
死
に
闘

っ
て
い
た
か
ら
で
す
。
私
は
、
人
の

命
っ
て
こ
ん
な
に
は
か
な
い
も
の
な

の
だ
と
知
り
ま
し
た
。
だ
か
ら
、
私

は
命
を
大
切
に
し
よ
う
と
心
に
決
め

ま
し
た
。
生
き
た
く
て
も
生
き
ら
れ

な
い
人
も
い
る
か
ら
で
す
。
生
き
て

い
て
、
つ
ら
い
こ
と
、
悲
し
い
こ
と
、

う
れ
し
い
こ
と
、
色
々
あ
り
ま
す
。

失
敗
が
続
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
人

生
は
、
成
功
と
失
敗
の
く
り
返
し
だ

と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
生
き
て
い

て
絶
対
に
損
を
す
る
こ
と
は
な
い
と

思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
私
は
多
く
の

壁
に
ぶ
ち
当
た
る
と
思
い
ま
す
。
そ

の
壁
を
一
つ
ず
つ
乗
り
こ
え
て
い
き

た
い
で
す
。
中
学
三
年
生
と
い
う
若

さ
で
、
こ
の
世
を
去
っ
た
親
戚
の
お

姉
ち
ゃ
ん
の
分
も
精
一
杯
生
き
て
い

こ
う
と
思
い
ま
す
。 

　
皆
さ
ん
も
、
今
一
度
、
自
分
が
大

事
に
し
て
い
る
も
の
は
何
か
を
じ
っ

く
り
と
考
え
て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ

う
か
。 

大
事
に
し
て
い
る
も
の 

福
崎
西
中
学
校
１
年（
当
時
） 

小
畑
友
莉
奈 

６ 

福崎東中学校１年（当時）　深見萌杏 

高岡小学校３年（当時）　森本瑛音 

八千種小学校１年（当時）　岡本結衣 

田原小学校５年（当時）　田中万麗奈 

が
ん
ば
っ
て
　
み
ん
な
の
心
は 

　
ひ
と
つ
だ
よ 

田
原
小
学
校
６
年（
当
時
）　
福
永
夏
鈴 

あ
り
が
と
う
　
そ
の
一
言
で 

　
広
が
る
笑
顔 

福
崎
西
中
学
校
２
年（
当
時
）　
楠
田
一
葉 

思
い
や
り
　
心
の
花
が 

　
咲
い
て
い
く 

福
崎
東
中
学
校
２
年（
当
時
）　
大
汐
麻
実 

「
ご
め
ん
ね
。」
と
　
す
な
お
に
い
え
る
と 

　
す
ぐ
な
か
な
お
り 

福
崎
小
学
校
２
年（
当
時
）　
　
橋
徹
匠 



生活科学 
センター 
だより 

〔
相
談
〕 

　
昨
晩
仕
事
を
終
え
て
家
へ
帰
る

と
、
高
齢
の
母
が
い
つ
も
と
違
う

布
団
を
敷
い
て
い
る
こ
と
に
気
が

つ
い
た
。
ど
う
し
た
の
か
母
に
聞

く
と
詳
し
い
こ
と
は
話
そ
う
と
し

な
か
っ
た
が
、
家
に
一
人
に
な
る

日
中
に
訪
問
販
売
の
業
者
が
来
て

い
た
よ
う
だ
。 

　
普
段
使
っ
て
い
た
布
団
を
業
者

に
見
せ
る
と
「
羽
毛
が
汚
れ
て
傷

ん
で
い
る
。
身
体
に
よ
く
な
い
か

ら
打
ち
直
し
た
方
が
い
い
」
と
勧

め
ら
れ
、
言
わ
れ
る
が
ま
ま
布
団

を
リ
フ
ォ
ー
ム
す
る
契
約
を
し
て

し
ま
っ
た
ら
し
い
。
リ
フ
ォ
ー
ム

す
る
布
団
は
業
者
が
持
っ
て
帰
る

の
で
、
代
わ
り
の
布
団
と
し
て
新

し
い
布
団
も
買
わ
さ
れ
て
い
た
。

詳
し
く
聞
こ
う
と
思
っ
た
が
、
母

は
気
が
動
転
し
て
い
る
よ
う
で
そ

れ
以
上
は
聞
け
な
か
っ
た
。 

　
契
約
書
を
見
る
と
、
布
団
の
リ

フ
ォ
ー
ム
代
金
１５
万
円
と
新
し
い

布
団
の
代
金
２０
万
円
で
、
合
計
３５

万
円
の
契
約
を
し
て
い
る
。
代
金

は
ま
だ
支
払
っ
て
い
な
い
が
、
リ

フ
ォ
ー
ム
代
金
が
高
額
過
ぎ
る
し

新
し
い
布
団
も
必
要
な
い
。
母
も

普
段
使
っ
て
い
た
布
団
を
返
し
て

欲
し
い
と
言
っ
て
い
る
。
ど
う
す

れ
ば
よ
い
か
。 

（
５０
歳
代
女
性
） 

 〔
処
理
〕 

　
相
談
者
に
契
約
書
な
ど
の
書
類

を
す
べ
て
セ
ン
タ
ー
ま
で
持
っ
て

き
て
も
ら
い
、
確
認
し
ま
し
た
。 

　
契
約
書
に
記
載
さ
れ
た
契
約
日

は
昨
日
に
な
っ
て
お
り
、
書
面
を

受
け
取
っ
て
か
ら
８
日
以
内
だ
っ

た
の
で
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
は
が

き
の
書
き
方
を
伝
え
ま
し
た
。
ま

た
念
の
た
め
に
は
が
き
の
コ
ピ
ー

を
と
っ
て
保
管
し
て
お
き
、
郵
便

は
簡
易
書
留
で
出
す
よ
う
助
言
し

ま
し
た
。 

　
は
が
き
が
届
い
た
頃
合
を
見
て

セ
ン
タ
ー
か
ら
業
者
へ
電
話
を
掛

け
、
対
応
を
尋
ね
ま
し
た
。
業
者

か
ら
は
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
を
受

け
付
け
る
と
回
答
が
あ
っ
た
の
で
、

商
品
を
返
却
す
る
手
続
き
を
相
談

者
に
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。 

　
業
者
に
は
今
後
契
約
相
手
が
高

齢
者
な
ど
の
場
合
は
、
ト
ラ
ブ
ル

を
さ
け
る
た
め
に
家
族
の
同
意
を

得
る
よ
う
念
押
し
し
ま
し
た
。 

 〔
ア
ド
バ
イ
ス
〕 

　
勧
誘
時
に
「
ダ
ニ
が
発
生
し
て

い
る
」「
健
康
に
悪
影
響
が
あ
る
」

な
ど
と
言
っ
て
不
安
を
あ
お
り
、

強
引
に
布
団
の
リ
フ
ォ
ー
ム
の
契

約
や
必
要
の
な
い
高
額
な
布
団
を

購
入
さ
せ
る
訪
問
販
売
の
ト
ラ
ブ

ル
が
増
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
そ

の
ト
ラ
ブ
ル
の
多
く
が
高
齢
者
を

狙
っ
た
も
の
で
す
。 

　
全
国
の
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に

寄
せ
ら
れ
た
６５
歳
以
上
の
高
齢
者

の
相
談
件
数
は
、
平
成
２８
年
度
で

は
約
２４
・
４
万
件
で
相
談
全
体
に

占
め
る
割
合
も
２７
・
５
％
と
高
く

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
も
訪

問
販
売
は
、
店
舗
購
入
に
次
い
で

相
談
件
数
の
多
い
販
売
方
法
で
す
。 

　
訪
問
販
売
は
、
契
約
書
を
受
け

取
っ
た
日
か
ら
８
日
以
内
で
あ
れ

ば
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
が
で
き
ま

す
。
ト
ラ
ブ
ル
を
早
期
発
見
す
る

こ
と
が
重
要
で
す
。 

　
高
齢
者
の
中
に
は
騙
さ
れ
て
い

る
こ
と
に
気
が
つ
い
て
い
な
か
っ

た
り
、
家
族
に
相
談
す
る
と
怒
ら

れ
て
し
ま
う
と
思
い
契
約
し
た
こ

と
を
隠
し
て
し
ま
う
人
も
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。
高
齢
者
自
身
が
気

を
つ
け
る
だ
け
で
な
く
、
高
齢
者

と
暮
ら
す
家
族
の
方
は
い
つ
も
と

何
か
違
っ
た
様
子
は
な
い
か
気
に

掛
け
た
り
、
日
中
ど
ん
な
こ
と
が

あ
っ
た
か
日
常
的
に
話
す
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。 

　
ま
た
、
近
隣
で
声
を
掛
け
合
う

こ
と
も
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
の
未
然

防
止
や
早
期
発
見
に
繋
が
り
ま
す
。

高
齢
者
の
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
を
防

ぐ
た
め
に
は
、
家
族
だ
け
で
な
く

地
域
の
み
ん
な
で
見
守
る
こ
と
が

大
切
で
す
。 

　
お
か
し
い
な
と
思
っ
た
時
は
、

た
め
ら
わ
ず
に
消
費
生
活
セ
ン
タ

ー
へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。 

       

　
秘
密
厳
守
　
相
談
は
無
料 

　
相
談
日
時
　
火
〜
金
曜
日 

　
　
　
　
　
　
９
時
〜
１６
時 

（
月
曜
日
は
休
館
日
） 

高
齢
者
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
 

し
た
強
引
な
訪
問
販
売
に
 

ご
注
意
！
 

ハイ！ 
神崎郡消費生活 
　中核センター 
　　相談員です 

消
費
生
活
の
相
談
や
問
い
合 

わ
せ
、
苦
情
は
、
神
崎
郡
消 

費
生
活
中
核
セ
ン
タ
ー
へ 

（
　
２２
・
４
９
７
７
） 

７ 

蛍光灯・乾電池の収集を開始 
　平成３０年６月から、粗大ごみの日に蛍光灯と乾電池

の収集を始めました。 

　ごみステーション内に専用のかごを設置しています。

袋に入れたり、箱や厚紙などに包んだりせず、そのま

まかごに入れてください。 

住民生活課（内線３７２・３７３） 


